
「女の子」たちの今を知り
「信頼される大人になる」

ための連続講座

WAN 基金助成事業

現在の日本社会で　若年女性たちが抱える課題は「大人」には
未知の分野といえるほどに多様になっています。

まず大人たちが「新しい課題」の数 を々インプットし　彼女たちが何に悩み
何が原因で立ち竦まざるを得ないのかを学びましょう。

　日本中の「心ある大人たち」が彼女たちに「信頼される大人」になり日本中で
ネットワークすることができて始めて、若年女性のためのセイフティーネットができるのです。　

  ぜひあなたもネットワークの一員になってください。

　　　連続講座は大人には「問題のある子」「理解できない子」としか
見えていない少女が、貧困、虐待、いじめなどが複雑に絡み合うなかで　

    精一杯生きている実態を知り、わたしたちにできることを考え支援のノウハウを学びます。

　若草プロジェクトは、貧困、虐待、ネグレクト、ＤＶ、いじめ、性的搾取、薬物依存、育児ノイローゼ等々社会の抱える様々な問題に翻弄
され、SOSを心に抱えた少女や若い女性たちと、彼女たちを支援する人たち（支援者）とをつなげ、支援を確実に届けることを目的に設立
されました。シンポジウム、研修等を通じて彼女たちを取り巻く実態を社会に伝え、支援者のネットワークを作っていきます。
若草プロジェクトの３つの事業
○つなぐーワンストップ型相談窓口を設営し必要な支援につなぐ
○広める－支援者の存在を少女や若い女性たちに、彼女たちの現状を社会に広める
○まなぶー支援者の研修・養成

連続講座　第 3回 連続講座　第 4回

女の子たちの今
保健室から見える貧困、虐待

日時　２０１７年１月２２日（日）１０時～１７時３０分
会場　更生保護会館　東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-10-9　
http://www.kouseihogo-net.jp/map.html　

保健室から見える少女たちの困難
秋山千佳（フリーライター）
現場からの報告　
樋上典子（一般社団法人「人間と性」教育研究協議会幹事）

性虐待から生き延びる
わたしたちにできることは

日時　２０１７年4月22日（土）１０時～１７時
会場　曼陀羅山　寂庵
 　  京都市右京区嵯峨鳥居本仏餉田町 7-1

講師　上岡陽江ダルク女性ハウス代表　精神保健福祉士
※『その後の不自由　嵐のあとを生きる人たち』（上岡陽江+大嶋栄
子著　医学書院刊）を必ず読んだうえでの参加をお願いします、

wakakusa@wakakusa.jp.net　FAX  050-3736-5685
※若草プロジェクトHPの『研修・催しものお申し込みフォーム』を
　ご利用ください）

お問い合わせ 申し込み

＊事例検討のグループワークを行います。　＊参加費　5000 円　＊定員（50人）に達し次第受付を終了します

@wakakusa

QRコード IDで検索
時間帯
月曜日と土曜日　13 時から17 時
水曜日　17 時から19 時

LINE 相談をはじめました

wakakusa@wakakusa.jp.net 

若草プロジェクト


